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2012年度定年退職者略歴・著作目録一覧

杉浦章
のり

介
ゆき

　　略歴・主要研究業績
［学歴］
1971年 3月　慶應義塾大学経済学部　卒業
1971年 4月　慶應義塾大学大学院社会学研究科修士課程入学
1975年 3月　同大学院社会学研究科修士課程修了
1975年 4月　慶應義塾大学大学院社会学研究科博士課程入学
1976年 5月　米国ペンシルベニア州立大学大学院地理学科修士課程入学
1983年 5月　同大学大学院博士号取得Ph.D.（Geography）
1984年 3月　慶應義塾大学大学院社会学研究科博士課程単位取得退学

［最終取得学位］（学位名・分野名・取得大学）
　　　　　　 Ph.D. Geography （地理学），Pennsylvania State University

［職歴］
1983年 4月　慶應義塾大学経済学部助手
1986年 4月　　　　　　　同　　　助教授
1987年 7月～ 1988年8月　ハーバード大学訪問研究員
1993年 4月　慶應義塾大学経済学部教授（現在に至る）
1993年 4月　慶應義塾大学大学院経済学研究科委員（現在に至る）
1994年 4月　慶應義塾大学大学院社会学研究科委員（現在に至る）
1995年 7月～ 1999年3月　慶應義塾ニューヨーク学院（高等部）学院長
2005年10月～ 2011年9月　慶應義塾大学大学院社会学研究科委員長

［主な学内運営活動（ただし入試業務は除く）］
1993年10月～ 1995年7月　経済学部運営委員会委員
1995年 7月～ 1999年3月　慶應義塾ニューヨーク学院学院長
1999年10月～ 2001年9月　経済学部運営委員会委員
1999年10月～ 2003年3月　大学教育委員会委員（社会学研究科）
1999年10月～ 2005年9月　経済学部人事調整委員会委員
2001年 3月～ 2005年9月　大学院社会学研究科創立50周年記念事業委員会委員長
2001年10月～ 2005年9月　大学院研究連絡小委員会委員（社会学研究科）
2001年10月～ 2005年9月　国際センター運営委員（社会学研究科）
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2002年 1月～ 2003年3月　大学院環境整備検討委員会委員（三田WG委員）
2002年 3月～ 2003年2月　戦略構想大学院（仮称）検討委員会委員（経済学研究科）
2002年12月～ 2003年2月　ナウトン・コート・タースクフォース委員（経済学部）
2002年 4月～ 2006年3月　『三田評論』編集委員会委員（経済学部）
2003年 4月～ 2005年3月　大学教育委員会委員（経済学部）
2003年 4月～ 2005年3月　大型研究助成委員会委員（経済学部）
2005年10月～ 2011年9月　大学院社会学研究科委員長（役職に伴う各種委員会委員）

［主な学内課外活動］
1989年～ 1995年　体育会スケート部部長
その他，ダッファーズ・ゴルフクラブ，FC‒Coulisse（女子サッカー）など同好会会長

［主な学外活動］
2006年～現在　川崎市産業振興協議会議長
2006年～現在　地域開発研究所　評議員

［研究領域］　経済地理学，都市・地域経済論，アメリカ研究，統治論
［所属学会］　Association of American Geographers (AAG)
 日本アメリカ学会
 法と経済学会
［主な学会活動］　日本アメリカ学会年報編集委員会委員（2003年～ 2010年）
［受賞学術賞］　 Centennial Fellow Award, College of Earth and Mineral Sciences, Pennsylvania State 

University, 1996 

［業績書］
（著作）
 1.　『都市経済論』2003年　岩波書店
 2.　『人文地理学―その主題と課題―』（共著）2005年　慶應義塾大学出版会
 3.　『トランスナショナル化する世界―経済地理学の視点から―』2009年　慶應義塾大学出版会
 4.　『ジオメディアの系譜―進化する地表象の世界―』（共著）2010年　慶應義塾大学出版会

[論文]
 1.　 「トランスナショナル化と国際政治」（2010）　慶應義塾大学法学研究会編『法学研究』第83巻第2

号　p129 ～ 157
 2.　 「鏡の国の経済学： アカデミスムと会話」（2010）　慶應義塾大学経済学会編『三田学会雑誌』第

103巻3号　p1 ～ 25
 3.　「東海岸メガロポリスの拡充と変容」（2008）『歴史と地理』第618号　p42 ～ 50　山川出版社
 4.　 「都市集積と都市・産業政策」（2007年）新産業政策研究所研究年報，（財）川崎市産業振興財団新
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産業政策研究所編　p15 ～ 27
 5.　「『自然』と『自然権』をめぐる地理学的考察」（2005）　慶應義塾大学日吉紀要．社会科学
 6.　“Japanese Urban System and the Growing Centrality of Tokyo in the Global Economy” (1996), co‒

authored, in Emerging World Cities in Pacific Asia, Fu‒Chen Lo and et al (eds.) United Nations 
University Press

 7.　「郊外ミドル景観の創始と変容： 戦後の郊外化」（1994）　日本アメリカ学会編『アメリカ研究』
Vol. 28 p71 ～ 90

 8.　「戦前期東京『山の手』における階層分化と地域分化：『紳士録』データによる『上からの中流化』
過程の分析」（1993）慶應義塾大学日吉社会科学紀要

 9.　「戦略的地域開発とは何か？」（1991）流通経済研究所編『流通経済研究5月号』
10.　‶Small Business, Subcontracting and Regional Complex Formation”, (1990) co‒authored, The In-

ternational Journal of Urban and Regional Research
11.　「マジョリティにとっての国土政策」（1988）高橋潤二郎編『四全総は日本を変えるか』　大明堂
12.　「21世紀の科学： 近代科学の数学的特性」（1984）世界経済調査会編『世界経済』

萩原　滋　　略歴・主要研究業績

[生年月日]
昭和23年3月18日

[学歴]
昭和41年 3月　慶應義塾高等学校卒業
昭和45年 3月　慶應義塾大学経済学部卒業
昭和48年 1月　米国カリフォルニア州立大学大学院心理学専攻修士課程修了 (M.A.)
昭和51年 3月　慶應義塾大学院社会学研究科心理学専攻博士課程修了
昭和60年10月　文学博士（慶應義塾大学） 

[職歴]
昭和55年 2月　千葉大学人文学部専任講師
昭和56年 4月　千葉大学文学部専任講師（配置換）
昭和58年 4月　千葉大学文学部助教授
昭和62年10月　慶應義塾大学新聞研究所助教授
平成 3年 4月　慶應義塾大学新聞研究所教授
  （平成9年度よりメディア・コミュニ　ケーション研究所に名称変更）
平成 6 年 4月　慶應義塾大学大学院社会学研究科委員

この間，白梅学園短期大学，立正大学，杉野女子大学，お茶の水女子大学，東京女子大学，駒澤大学，


